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卒業証書を授与される岡田君 

 

学
院
大
卒
業
生
が 

 

富
山
県
の
教
員
に 

 

平
成
十
二
年
三
月
に
金
沢
学

院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
を

卒
業
し
た
嶋
田
優
紀
美
さ
ん
が

十
七
年
度
の
富
山
県
教
員
採
用

試
験
に
合
格
し
、
中
学
校
の
国

語
教
員
と
し
て
教
壇
に
立
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
新
年
度
か
ら
公
立
学

校
の
教
員
に
採
用
が
内
定
し
た

の
は
石
川
県
二
人
、
長
野
、
鹿

児
島
、
富
山
県
各
一
人
の
計
五

人
と
な
り
ま
し
た
。 

式
辞
を
述
べ
る
石
田
校
長
＝
石
川
厚
生
年
金
会
館 

夢と目標持ち努力せよ 

校
長
式
辞
（
抜
粋
） 

人
生
の
大
き
な
節

目
に
三
つ
の
こ
と
を
話
し
た
い
。
第
一
は
「
生

涯
学
び
続
け
る
気
持
ち
と
態
度
を
身
に
付
け
る

こ
と
」
。
正
し
い
判
断
を
下
す
た
め
に
は
知
識
、

技
術
、
経
験
が
必
要
で
す
。
第
二
は
「
共
に
よ

り
よ
く
生
き
る
『
共
生
』
の
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
。
社
会
の
一
員
と
し
て
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。 

金
沢
東
高
卒
業
式 

理
事
長
告
辞
（
抜
粋
） 

「
意
志
あ
る
と

こ
ろ
に
道
あ
り
」
は
、
強
い
意
志
を
持
っ
て
努

力
を
重
ね
れ
ば
、
き
っ
と
道
は
開
け
る
と
い
う

意
味
で
す
。
大
事
な
の
は
夢
や
目
標
を
し
っ
か

り
持
ち
、
強
い
意
志
で
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ

と
。
松
井
秀
喜
選
手
は
、
長
嶋
監
督
の
指
導
を

実
行
し
て
、
毎
日
の
練
習
を
人
の
十
倍
し
て
き

ま
し
た
。
人
間
は
弱
い
も
の
で
、「
明
日
か
ら
始 

 

な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、
先
生
方
の
教

え
や
、
仲
間
と
過
ご
し
た
思
い
出
を
糧
に
、
夢

に
向
か
っ
て
前
進
し
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。 

 

式
で
は
、
校
長
褒
賞
と
し
て
三
か
年
皆
勤
賞

の
二
十
二
人
（
代
表
・
岡
野
定
孝
裕
）
、
教
科
外 

 

ク
ラ
ス
ご
と
に
担
任
が
卒
業
生
の
名
前
を
読

み
上
げ
、
石
田
毅
四
郎
校
長
が
総
代
の
岡
田
健

太
郎
君
に
卒
業
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。 
 

石
田
校
長
が
式
辞
で
「
ふ
る
さ
と
石
川
を
大

切
に
す
る
心
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
、
飛
田
秀
一
学
校
法
人
金
沢
学
院

大
学
理
事
長
が
告
辞
で
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。 

 

斉
藤
千
佳
子
同
窓
会
会
長
の
祝
辞
に
続
い
て 

東
高
運
動
部
が
合
同
研
修 

 

金
沢
東
高
校
の
運
動
部
冬
季

合
同
研
修
は
一
月
二
十
九
日
と

二
月
十
九
日
に
行
わ
れ
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

ス
ト
レ
ッ
チ
＝
写
真
＝
、
テ
ー

ピ
ン
グ
に
つ
い
て
実
践
を
交
え

て
体
験
し
ま
し
た
。 

 

学
校
の
活
性
化
は
運
動
部
の

連
携
と
活
躍
か
ら
と
の
狙
い
で

初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

金
沢
東
高
校
の
第
五
十
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
は
三
月
一
日
、
金
沢
市
の
石
川
厚
生
年

金
会
館
で
行
わ
れ
、
卒
業
生
二
百
九
十
八
人
が
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
て
、
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
で
は
美
術
文
化
コ
ー
ス
の
初
め
て
の
卒
業
制
作
展
も
開
か
れ
ま
し
た
。

作
品
に
は
三
年
間
で
磨
い
た
感
性
が
あ
ふ
れ
、
卒
業
式
に
華
を
添
え
ま
し
た
。 

２９８
人 

晴
れ
の
門
出 

  

め
よ
う
」
と
し
て
も
絶

対
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
せ

ん
。
高
い
目
標
を
立
て

過
ぎ
て
も
途
中
で
挫
折

し
て
し
ま
い
ま
す
。「
ロ

ー
マ
は
一
日
に
し
て
な

ら
ず
」
な
の
で
す
。 

在
校
生
代
表
の
梶
川

健
太
君
（
二
年
）
が

「
先
輩
た
ち
に
創
っ

て
い
た
だ
い
た
伝
統

を
守
り
、
更
な
る
発

展
を
約
束
し
ま
す
」

と
送
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
卒
業
生
総
代
の

吉
本
奈
美
香
さ
ん
が

答
辞
で
「
自
立
へ
の

道
を
歩
み
始
め
ま
す

が
、
こ
の
先
、
大
き 

活
動
特
別
功
労
賞
・

功
労
賞
・
努
力
賞
の

計
三
十
九
人
（
特
別

功
労
賞
松
本
明
子
）

と
、
日
本
私
立
中
学

高
校
連
合
会
会
長
賞

の
石
田
美
雨
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

答
辞
を
読
む
吉
本
さ
ん 

共
生
の
心
を
大
切
に 

第
三
は
「
何
事
に
も

失
敗
を
恐
れ
ず
積
極
的

に
取
り
組
む
姿
勢
を
持

っ
て
ほ
し
い
」
。
た
く
ま

し
い
精
神
力
が
求
め
ら

れ
る
の
は
ス
ポ
ー
ツ
選

手
に
限
り
ま
せ
ん
。 


